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 建設業者等の皆様へ 

 

福山市上下水道局経営管理部管財契約課 

 

 

公共工事の代価の中間前金払及び既済部分払の活用並びに 

手続きの簡素化・迅速化の促進について 

 

 

公共工事の代価の中間前金払及び既済部分払の活用並びに手続きの簡素化・迅速化の

促進について，別紙のとおり，国土交通省から通知がありましたのでお知らせいたしま

す。 

なお，引き続き，新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため，工事従事者や業

務従事者の確保などの面で工事又は業務の継続が難しい状況がございましたら，工事及

び業務の担当課に御相談ください。 

















出来高部分払の積極的な活用について

○契約時に受注者が中間前金払か既済部分払を選択することとなっており、中間前金払を選択した場合、原則として、既済部分払は
できない。

○新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けて一時中止等を行った工事について、 受注者からの申し出がある場合、出来高部
分払を積極的に活用する。

・中間前金払をした工事が、請負金額の３分の２以上に相当する工事出来高がある場合
・国の都合又は天候の不良等受注者の責に帰すことができない事由その他正当な事由により当該工事が、年度内に完成できず
繰越が予想されるもの
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「中間前金払をした工事について既済部分払ができることの特例について」（S48.3.22、建設省会発第1279号）
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簡易な調査により支払い
（工期、工程の２分の１経過など）

契約時に支払い

特例の適用条件を満たし、
既済部分検査により支払い

「公共工事の代価の中間前金払及び既済部分払等の手続の
簡素化・迅速化の促進について」（令和２年３月１１日）の参考資料


